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第 6章 船糸・海洋構造物の動揺を計算する』

の, 2次元浮体の動揺理論の部分を,鳳餡υθモードにF贅定して,詳述した
ものが骨子となっている.解説に際しては,K洸んjん 関数の定義を,定
常造波で云う振幅関数に相当するもので記述したことと,Rααjαιjοんホ

゜

テンシヤルの規格イヒを,D′たcι jοんホ
゜
テンシヤルに準じた形式で行なった.皓果,

途中の係数とかが異なっているのはその為である。 また,講義の進行上
必要と思わ薇たので,非定常な自由永面条件と,造皮ク

゛
リーン関数の具体的

な専出法と計算法について,附録に纏めておいた.
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